
第
二
回

＊
借
上
げ
バ
ス
代
は
無
料
で
す
。

＊
宿
泊
は
各
自
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。
翌
日
の
巡
検
は
福
島
駅
ス
タ
ー
ト
で
す

の
で
、
福
島
駅
周
辺
の
ホ
テ
ル
を
確
保
さ
れ
る
と
便
利
か
と
思
い
ま
す
。

災
害
文
化
研
究
会

災
害
文
化
研
究
会

災
害
文
化
研
究
会

日
程
／
２
０
１
６
年　
　
　
　

　
　
　

11
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

場
所
／
一
日
目　

福
島
大
学 

共
通
講
義
棟
Ｍ-

４
教
室

　
　
　

二
日
目　

巡
検 
相
馬
・
南
相
馬
・
小
高
・
飯
館

岩手大学地域防災研究センター災害文化部門
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CONFERENCE ON DISASTER CULTURE



１１ （土）１３：００～１７：３０２６
１．趣旨説明
２．講　　演

３．研究発表

４．ディスカッション：

５． 情報・意見交換

山崎友子

菊池義浩（岩手大学）
講師：堀　信行（東京都立大学名誉教授）

アフリカを切り口として「災害文化」を考える

〇ディスカッサント

案内・解説／初澤敏生（福島大学）
集合場所／JR福島駅
行　　程／

〈申込み要領〉
山崎友子（岩手大学）まで、メールにてお申込みください。
巡検は先着40名のみ受付けさせて頂きます。
Email : ymzk@iwate-u.ac.jp 

助成：本研究会はJSPS科研費JP26510001及びJP24520885、JP25220403の助成を受けています。

〇コーデイネーター／

～岩手の復興状況：災害常襲地での生活再建と展望～
松林由里子（岩手大学）

～台風10号による岩手県内の流木災害について～

～福島県における漁業復興の課題～

井上　健（福島大学）

福島から／初澤敏生（福島大学）

菅沼雲龍（桜美林大学）他： “Japan Tsunami” （ケンタッキー大学出版部）の出版と
米国の日本災害研究の状況等

敬称略

（具体的な集合場所は１日目にご案内します。）

堀　信行
～漁業センサス2008年と2013年を比較して課題を探る～

福島駅～相馬（松川浦周辺の津波被災地見学）～南相馬～昼食
～避難解除された小高～飯舘～福島駅発着

＊氏名・所属・参加日（第一日・第二日）・連絡方法（メールと出先で連絡可能な電話）を記入のこと。

岩手から／山崎憲治（岩手大学）

～「よそ者」と「若者」に焦点を当てた教育実践～
－ 被災地の活動から学ぶ福島大学の取り組み －

東日本大震災被災地の水産業の今

第一日目

１１ （日）9：００～１6：0０２7
第二日目

第２回 災害文化研究会


